
日本比較法研究所 2023 年度共同研究 

9. （Gno.28）家族の現代的変容と家族法 

 
代表：鈴木 博人 
1996/06/14（承認）1996 年度（開始） 
 
【研究の目的】 

わが国を含めたいわゆる先進諸国における家族関係は顕著な変化を見せており、これに対応すべく、
種々の制度改革の試みが盛んになっている。この共同研究の目的は、家族の現代的変容の社会学的把握
を前提として、家族をめぐる各国の法制度の動態を比較研究することにある。 
 

【研究活動及び成果】 
総括 

中央大学法学部とミュンスター大学法学部との交流協定に基づいて中央大学を訪問したハイダーホフ
教授の講演を研究グループとして聴講(ハイブリッド形式)した。 

① 5月22日(月)「婚姻イメージの変化と婚姻法の変動――基本法６条１項を背景とした婚姻法の現代
的課題」 

② 5月 27日 (土 )「 現 代 出 自 法 の 目 的 に 関 す る 比 較 法 的 考 察 」   
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